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おいて行なったミリ波ホ光学1 11 1路系のアンテナに関する研究をまとめたもので，2 制 11 辛から成っている。















第 4 ~草小開仁l アンテナを用いた回折格子分光計
アンテナ近接界の影響をさげるため，小開 ~j アンテナを用いた場合について論じている。まず，乙の問
題は 2 次位相誤莞の問題に帰着できることを示し，第 3 章の結果を用いて某本的な設計法を示した。乙の
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第 8 章平面開口回折界の Sommerfeld 展開
線形アンテナに関する R.B. Barrar 等の取扱いを開口アンテナ(マイクロ波アンテナの多くは開口アンテ
ナである)の場合に拡張したもので，フレネル界だけでなく近接界の計算にも用いることができる。叉，
乙の結果を用いて，フレネル近似の意味について論じ，近似度に対する一つの判定条件を求めている。
第 9 章 円形関口フレネル界の位相分布
円形開口フレネル界の位相分布を数値積分によって計算し，位相分布は，幾何光学的近似によって求め
た値から，せいぜい数十度程度しかずれない乙とを示し，第 5 章の考察の基礎を与えている。計算法は，


























界許容量が 120 0 程度であることを見出した。
第 4 章は，小関口アンテナの Fraunhofer 領域を利用する回折格子分光計を取扱っている口まず，この
問題は 2 次位相誤差の問題に帰着できることを示し，第 3 章の結果を用いて回折格子分光計の基本的設計




激しい変化(いわゆる Fresnel pattern) を呈し，幾何光学近似では表わし得ないことを確かめている。
次に，同じアンテナを用いて，回折格子分光計を動作させ，上述の如き複雑な振幅分布にもかかわらず，











第 7 章では，一様に照射された短形および円形開口による Fresnel 回折界を，動径距離(開口面中心
から観察点までの距離)の逆数のべき級数に展開し，その展開係数を求めている。これにより，観察点が
Fraunhofer 領域から Fresnel 領域へ移るに従って，アンテナ放射界の主ビーム幅がやや増加し，等位相
面が球面から外側へ拡がる傾向のあることを見出している。叉，観察点が更に近くなると，級数の収数が
悪くなるだけでなく， Fresnel 近似の適用範囲を越えるので次章で述べられる Sommerfeld 展開法による
のが有利である乙とが指摘されている。
第 8 章では，波動方程式を直接級数展開法で解き，展開係数を，漸化式により， Fraunhofer 界から決




第 9 章では，円形開口 Fresnel 界の位相分布を数値積分によって求めている。 これによると，位相分
布は，幾何光学的近似によって求めた値から ， tこかだか数十度しかずれていない。これは，第 3 章におい
て求めた 2 次位相誤差の限界許容量 120 0 に比べて小さいことが指摘されている。 乙の乙とは，第 5 章に








アンテナの Fraunhofer 界を用いる方法と，大関口アンテナの Fresnel 界ないし近接界を用いる方法と
の二つの立場が考えられることを述べ，乙れらは，それぞれ一長一短があり使用目的に応じて適当に使い
分けるべきことを強調している。最後に，本論文で得られた成果を総括している。
以上のように，著者は，最近急激に開発を要望されつつあるミリ波ないしサブミリ波帯の機器および測
定装置に用いられるべき二次元アンテナの近接界ならびに Fresnel 界の計算に関し，幾多の創意と工夫
とを加え，多くの有用な公式と新しい事実とを見出している。叉，この成果の一部を用いて，波長測定用
ミリ波回折格子分光計の動作機構を明らかにすると共に，その設計法の基礎を確立した。この様に，著者
の研究は，通信工学およびこれに関連ある分野の進展に貢献する所が砂なくないので，乙の論文は，博士
論文として価値あるものと認める。
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